
社協だよりは、皆様からお寄せ頂いた社協会費・寄附金の一部を使って発行しています。

社会福祉法人  美作市社会福祉協議会

NO.

80
平成27年３月号

平成27年２月20日発行
〒709-4234 美作市江見２８０
TEL .０８６８-７５-２６２２
FAX.０８６８-７５-７０８１

みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

地区社協広報紙の
作成講座を開催
地区社協広報紙の
作成講座を開催

山陽新聞読者局職員から新聞づくりの講習を受ける地区社協関係者ら（於：湯郷地域交流センター）
（３ページに関連記事掲載）

美作市地域社協連絡会主催



2

い!はい!

性別・年齢
不問（サロンぺぺ ☎0868-72-9800）

（NPO法人もも ☎0868-73-6011）

理美容師急募（中習・技術者）

ボランティア募集

美作市内・勝央町一部地域（交通不便地域・高齢
者等）要予約の上、送迎いたします！
多数お誘いください！

カット（顔そり・シャンプー）  大人 2,200円
65歳以上（シルバー割引） 1,900円
ファミリー割引は2名で300円、3名で500円を
総額から割引きいたします。

（
税
抜
）（
税
抜
）

　昨年10月１日から、市内全域ですすめてまい
りました「平成26年度 赤い羽根共同募金運動」
には、市民の皆様の温かい善意とご協力により、
多額の募金をお寄せいただき、誠にありがとう
ございました。心よりお礼申し上げます。
　お寄せいただきました募金は、岡山県共同募
金会へすべて送金され、平成27年度の美作市の
地域福祉を推進する事業や岡山県内の民間福祉
施設の整備や団体活動費等に活用されます。
　今後とも、美作市共同募金委員会並びに美作
市社会福祉協議会の地域福祉活動に温かいご理
解とご支援をよろしくお願いいたします。

平成26年度
赤い羽根共同募金運動実績報告について

募金総額 4,559,592円

美作市共同募金委員会からのお知らせ

ご協力
ありがとう
ございました!!

皆様からお寄せいただきました募金は
◇県内の福祉施設整備・団体の活動費
◇災害時の被災者救援ボランティア活動費
◇美作市社会福祉協議会の事業費
　　○老人福祉活動費
　　○ボランティア活動育成事業費
　　○児童・青少年福祉活動費
　　○福祉育成・援助活動費
など、様々な福祉活動に活用されます。

個別募金（各ご家庭） 3,997,526円

法人募金（企業等） 80，０００円

職域募金（職場職員等） 434,86０円

イベント募金 16,166円

その他の募金（その他募金・利息） 31,040円

【各募金の内訳】【各募金の内訳】

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1 ☎72-2616

当店限定品

辛口で濃醇な味わいの純米酒
味のバランスが絶妙な純米吟醸

酒酒辛口で濃醇な味わいの純米酒酒純純米純米い 米米味わ味わい 米米い 米米米米米の濃濃
純米吟醸純米吟醸味のバランスが絶妙な純米吟醸純米吟醸妙な 吟ななな純純

炭屋 彌兵衛

2,376円2,376円
純米
1.8ℓ
純米
1.8ℓ

2,970円2,970円
純米吟醸
1.8ℓ
純米吟醸
1.8ℓ

1,134円1,134円
純米
720㎖
純米
720㎖

1,458円1,458円
純米吟醸
720㎖
純米吟醸
720㎖

通常、清酒のろ過には炭素を使い香味
の調整を行います。しかし「炭屋彌兵
衛」（すみややへえ）は敢えて炭素を使
用せず「米・藏・原酒」の日本酒本来の
味わいを追求したお酒です。

すみや や　へ　え
岡山県地酒 辻本店

御前酒
蔵元の酒
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公益社団法人  美作市シルバー人材センター

本　店　 栄町４０－１　　☎７２－８７４８
入田店　 入田２２５－３　☎７２－８８６５
英田店　 福本５７２－１　☎７４－７０３３

芳 徳 薬 局
薬のことなら

シルバー人材センターで
健康・生きがいをつかもう

60超えてもまだまだ元気・
再度社会に貢献しよう!

本　　　所 美作市北原498 ☎72-8711
英 田 支 所 美作市福本810-2 ☎74-2113
東部連絡所 美作市宮本90-1 ☎78-0155

まずはお電話で
ご相談ください。

会員募集中!
農作業他

草刈り 剪定

障子貼り

草取り

　

こ
の
講
座
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
え
る
地
区
社

協
活
動
や
身
近
な
福
祉
情
報
な
ど
を
発
信
し
よ
う
と

企
画
し
て
、
今
年
度
で
３
回
目
。
山
陽
新
聞
社
写
真

映
像
部
の
中
村
映
一
郞
記
者
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
部
の
斎

藤
英
宗
記
者
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
設
定
方
法
や
構

図
の
作
り
方
、
手
ぶ
れ
防
止
策
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
新
聞
の
写
真
は
、
写
真
を
見
た
だ
け
で
記
事
の
内

容
が
分
か
る
の
が
理
想
。
写
真
の
主
役
を
意
識
し
て

レ
ン
ズ
を
向
け
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
が
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
た
写
真
を

持
ち
寄
っ
て
互
い
に
講
評
も
行
い
、
中
村
記
者
か
ら

撮
る
位
置
や
角
度
、
距
離
な
ど
に
つ
い
て
一
点
一
点

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

広
報
紙
作
成
講
座
で 

写
真
の
撮
り
方 

を
学
ぶ

広
報
紙
作
成
講
座
で 

写
真
の
撮
り
方 

を
学
ぶ

広
報
紙
作
成
講
座
で
写
真
の
撮
り
方
を
学
ぶ

　

広
報
紙
に
掲
載
す
る
写
真
の
撮
り
方
を
テ
ー
マ

に
し
た
美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会（
山
本
壽
会
長
）

の
講
習
会
が
２
月
５
日
㈭
、
湯
郷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
各
地
区
社
協
の
広
報
担
当

者
ら
約
40
人
が
、
山
陽
新
聞
社
の
記
者
か
ら
撮
影

の
こ
つ
を
学
び
ま
し
た
。

◀豊野地区社協だより
　平成26年8月20日発行
　第１号

て
る
た
か
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美
作
支
所

作
東
支
所

い!はい!

　

１
月
26
日
㈪
、
湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
湯
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
代
表

船
曳
隆
司
）
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
協
で
は
、
こ
の
講
演
会
を
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
地
域
で
安
全
で
安
心
に
過
ご
す
た
め

に
、
そ
の
年
ご
と
に
役
員
が
内
容
を
検
討
し
、

警
察
や
消
防
、
市
の
職
員
や
医
師
の
方
な
ど
を

招
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
の

講
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
美
作
警
察
署
の
交
通
課
と
生
活
安

全
課
か
ら
職
員
を
招
い
て
、
特
殊
詐
欺
や
交
通

安
全
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
映
像
を
交
え
な
が

ら
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
50

名
ほ
ど
の
方
は
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

ら
な
い
よ
う
、
熱
心
に
聴
か
れ
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
㈮
、
総
社
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
土
居
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
約
20
名

が
、
総
社
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
視
察
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
居
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

は
、
地
区
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
方
を
対
象
に
、
誕
生
日
月
に
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
訪

問
し
た
り
、
集
い
を
開
催
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総
社
市
の

「
赤
と
ん
ぼ
」
も
、
市
内
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
を
対
象
に
お
誕
生
日
月
に
絵
手
紙
を
送

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
お
互

い
の
活
動
紹
介
を
し
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
今
後
の
活
動
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
も
お
互
い
に
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
活
動
を
細
く
長
く
続

け
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
、
有
意
義
な
視

察
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

今後のまちづくりの参考にする皆さん 熱心に耳を傾ける参加者

土
居
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

総
社
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
視
察
交
流

活発に意見交換を行う会員の皆さん交流会参加者合同で記念写真

湯
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

﹁
私
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
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英
田
支
所

　

神
田
あ
す
な
ろ
会（
代
表　

青
山
美
代
子
）で
は
、

神
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
で
地
域
の
高
齢
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加
し
て
、
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
所
で
い
つ

ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
の
指
導
を
受
け
て
介
護
予
防
体
操

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
食
事
会
や
ゲ
ー
ム

等
を
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
会
を
毎
週
２

回
（
月
・
土
）
実
施
し
て
お
り
、
月
曜
日
は
体
操

と
茶
話
会
、
土
曜
日
は
趣
味
と
茶
話
会
の
日
と
決

め
て
、
近
所
の
方
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う
に
定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
世
話
人
の
話
】自
分
の
健
康
等
の
話
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
様
子
も
話
せ
て
、
地
区
の
見
守
り
活
動

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
行
事
（
食
事
会
）
の
時
は

参
加
者
が
多
く
、
会
場
一
杯
に
な
り
ま
す
。「
笑

い
体
操
」
の
時
は
大
き
な
笑
い
声
が
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

【
参
加
者
の
話
】
体
操
が
で
き
な
く
て
も
独
居
や

高
齢
者
世
帯
で
は
参
加
者
皆
さ
ん
と
話
が
で
き
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
救
急
対

応
に
「
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
」
も
話
し
て
い
ま
す
。

話に花が咲く茶話会 「笑いヨガ」の声が響く会場

　

私
た
ち
は
心
身
に
障
害
を

持
つ
子
供
を
育
て
て
い
る
親

の
会
で
す
。
活
動
を
始
め
て

16
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
年
間

活
動
と
し
て
、
２
ヶ
月
に
１
度
の
定
例
会
・

福
祉
制
度
の
勉
強
会
・
施
設
見
学
な
ど
の
他
、

子
供
た
ち
の
お
楽
し
み
会
と
し
て
夏
に
七
夕

会
、
冬
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

12
月
21
日
㈰
、
北
山
の
多
目
的
ホ

ー
ル
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
・
会
員
家
族
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
30
数
名

が
集
ま
り
、
近
況
報
告
を
し
た
り
、

ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
の
登
場
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

会 
長　

森　
　

陽　

子

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催

サ
ロ
ン
紹
介　

神
田
あ
す
な
ろ
会

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
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見
舞
い
返
し

一
般
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

梶　

並　
　

宇
野　

洋
一　

様

（
亡　

信　

夫
）

真
加
部　
　

宮
元　

清
貴　

様

（
亡　

玉　

代
）

大　

町　
　

西
林　

美
幸　

様

（
亡　

信　

幸
）

古　

町　
　

岡
本　

義
治　

様

（
亡　

き
く
江
）

宮　

本　
　

福
原　

幸
大　

様

（
亡　

知　

子
）

桂　

坪　
　

近
藤　

敏
行　

様

（
亡　

里　

美
）

後　

山　
　

廣
畑　
　

晃　

様

（
亡　

た
け
よ
）

中　

谷　
　

彦
根　

泰
男　

様

（
亡　

赤
司
利
和
）

下
香
山　
　

貞
森　

平
樹　

様

（
亡　

彌　

子
）

中　

尾　
　

綱
澤　

鈴
子　

様

（
亡　

冨　

子
）

中　

山　
　

堤　
　

正
巳　

様

（
亡　

玲　

子
）

大
井
が
丘　

尾
髙　

康
弘　

様

（
亡　

勝　

利
）

三
倉
田　
　

鷺
田　

義
美　

様

（
亡　

初　

恵
）

平　

福　
　

山
本　

雅
史　

様

（
亡　

比
呂
子
）

安　

蘇　
　

檜
尾　
　

進　

様

（
亡　

初　

子
）

江　

見　
　

松
本　

忠
義　

様

（
亡　

博　

次
）

土　

居　
　

石
田　

寛　

様

（
亡　

シ
ヅ
ヱ
）

竹　

田　
　

小
林　

和
子　

様

（
亡　

勝　

美
）

竹　

田　
　

丸
尾　

硬
一　

様

（
亡　

輝　

子
）

角　

南　
　

森
上　

富
昭　

様

（
亡　

清　

）

山　

手　
　

上
山　

房
子　

様

（
亡　

征　

夫
）

　

奥　
　
　

小
川　

恭
史　

様

（
亡　

登
美
恵
）

三
保
原　
　

豊
福　

正
晴　

様

（
亡　

登　

美
）

下　

山　
　

下
山
真
由
美　

様

（
亡　

麗　

子
）

岡
山
市　
　

鷹
取　

昭
雄　

様
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本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0113　美作市真加部１６１６
TEL（0868）７５－３６０１　FAX（0868）７５－３６０２

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２
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平
成
26
年
12
月
21
日
か
ら

平
成
27
年
1
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お知らせお知らせ

司法書士による
「なんでも相談会」
　成年後見制度や債務整理・相続問題
など、司法書士による「なんでも相談
会」を開催します。相談は無料ですの
で、お気軽にご相談ください。

※美作市社会福祉協議会地域福祉課
（75－2622）まで、電話でご予約く
ださい。
　当日の相談者は４名としており、
定員になり次第締め切らせていただ
きますので、ご了承ください。

と　き　3月11日㈬ 午後3時～5時
ところ　世代交流多目的ホール
　　　　（美作市北山）
申込み　3月10日㈫まで（要予約）

　

見
え
る
地
区
社
協
活
動
を
地
域

に
発
信
し
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る

地
区
社
協
広
報
紙
作
成
講
座
も
、

今
回
で
３
回
と
会
を
重
ね
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
講
座
の
成
果
も

あ
っ
て
広
報
紙
を
発
行
し
て
い
る

地
区
社
協
は
、
江
見
西
部
や
福
山
、

豊
野
地
区
社
協
な
ど
創
刊
号
が

次
々
と
発
行
さ
れ
、
12
地
区
社
協

で
広
報
紙
の
住
民
配
布
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

今
回
は
、
紙
面
に
占
め
る
写
真

の
配
置
と
構
図
を
学
ん
だ
が
、
紙

面
の
中
で
目
を
引
く
の
は
確
か
に

写
真
で
あ
る
。
地
区
社
協
活
動
を

通
じ
て
住
民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

の
も
、
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
活
動

写
真
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

編
集
後
記




